
概要

ETSI 標準規格 ES 202 739 及び ES 
202 740 は すべての広帯域 VoIP 端末の
為の音声伝送性能要件です。

最低限の性能要件だけに留まる標準規格と
は異なり、ES 202 739 及び ES 202 740 
はユーザーが良いと感じる End-to-end 音声
品質を達成する為のアドバンストテストも規定
しています。

HEAD acoustics はこれら 2 つのテスト規
格に規定されているすべての測定を ACQUA 
の為の自動テストスイート ES 202 739 / 
40 として製品化しました。

このテストスイートを用いることにより、VoIP 端
末メーカーや VoIP サービス提供者は ETSI 
標準規格の要件を満たし、優れた広帯域音
声品質を実現することができます。
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解説
IPネットワークの急速な浸透とともに、
VoIP は通話サービス提供の標準となり
ました。パケットロスや遅延等 IP ネット
ワーク独特の特性はリアルタイム音声伝
送に新たな課題をもたらします。最新の
VoIP 端末は音声品質の維持向上に
高度な信号処理を採用する傾向にあり
ます。VoIP 通話端末の特性評価を行う
には、それに対応したテストメソッドとテスト
仕様が必要です。

ETSI は 2 つの標準規格で広帯域
VoIP 端末に最適な性能要件を規定し
ています。ES 202 739 ハンドセットと
ヘッドセットに特化し、ES 202 740 はス
ピーカーホンとハンズフリー端末に特化して
います。いずれの規格もワイヤレス端末と
ソフトフォンを含んでいます。これらの規格
はベーシックなテストプロシージャーに加え、
ユーザーの聴感印象に基づくサービス品
質（QoS）のアドバンストテストも含んで
います。

HEAD acoustics は 2 つのテスト標準規
格を高度通話品質分析システム ACQUA 
の為のテストスイート ES 202 739 / 40 と
して製品化しました。テストセットアップの例に
ついてはこの資料の最終ページに図解ととも
に記載がありますのでご参照ください。

必要に応じて、このテストスイートによる測定
内容は加工したり、追加テストにより拡張し
たり、独自のテストシーケンスを作成すること
も可能です。しかしながら、ETSI 標準規格
への適合テストを行うには変更せずに測定を
する必要があります。

テストスイート ES 202739 / 40 は測定デ
ィスクリプターが予め設定されており、自動テ
ストシーケンスとともに効率的かつ簡単に測
定データ収集、分析、ドキュメンテーションが
可能です。
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主なフィーチャー

・ETSI ES 202739 と ES 202 740 に
基づく広帯域 VoIP 端末をテストする為の
自動テストスイート

・ベーシックテストに加え、ユーザーの聴感印象
に基づく QoS 視点のアドバンストテスト

・すべての種類の VoIP 端末に対応：

- ハンドセット

- ヘッドセット

- デスクトップ操作のハンズフリー

- ハンドヘルドハンズフリー

- ソフトフォン

- グループオーディオ端末

アプリケーション

・ETSI ES 202 739 と ES 202 740 に
基づく自動音声品質分析、開発、最適化、
適合テスト

旧バージョンもご要望があれば利用可能です。

データベース改訂と仕様バージョン

データベース改訂 ベース仕様バージョン
ACQUA 

最低バージョン
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一般要件

ソフトウエア

・ACQUA (Code 6810 等）
高度通話分析ｼｽﾃﾑ

・ACOPT 10 (Code 6820)、
オプション TOSQA、テレコム客観的
音声品質評価

・ACOPT 21 (Code 6844)、
オプション、3 つの音声品質評価

・ACQUA 30 (Code 6857)、
オプション POLQA 1

・ACQUA 32 (Code 6859)、
オプション音声ベースのダブルトーク
分析

・3PASS lab (Code 6990)、
高度バックグラウンドノイズシミュレーシ
ョンシステム、自動イコライゼーション

ハードウエア

・labCORE (Code 7700) モジュー
ル式多チャンネルハードウエアプラッ
フォーム

- coreBUS (Code 7710)、
I/O BUSメインボード

ハンドセット測定用

・HHP lV1 (Code 1406)、モーター駆動
ハンドセットポジショナー

ヘッドセット測定用

・HIS L (Code 1231)、HEADインピー
ダンスシミュレーター、左（HMS II.3用）

または、

・HIS L-LN (Code 1231.3)、HEAD
インピーダンスシミュレーター、左、低ノイズ
バージョン（HMS II.3-LN用）

納品アイテム

・ES 202739 / 40 (Code 6796)、
ACQUAﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽとして納入。

・V2C ファイル

・ドキュメンテーション (PDF)

- coreOUT-Amp2 (Code 7720)
パワーアンプボード、送話方向

- coreIN-Mic4 (Code 7730)、
マイクロホン入力ボード、受話方向

- coreBEQ (Code 7740)、
labCORE バイノーラルイコライゼーション
含：ダミーヘッド 1 台分のフィルターセッ
ト

- coreIP (Code 7770)、labCORE
I/O モジュール、VoIP レファレンス
ゲートウェイ

- coreIP-IMP (Code 7771)、
labCORE VoIP 障害オプション

・ダミーヘッド測定システム、以下のいずれ
か：

- HMS II.3-33 (Code 1230.1)
ベーシックバージョン 3.3 耳介、右耳
シミュレーター & 疑似マウス

または、

- HMS II.3-LN (Code 1230.3)
低ノイズバージョン、3.3 耳介、右耳
シミュレーター & 疑似マウス（IEC
60318-4 準拠、低ノイズ、広ダイナ
ミックス）
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ハンドセットを ES 202 739 / 40 でテストする場合のテストセットアップ
の例です。テスト対象デバイスはハンドセットモードのVoIP 電話です。
HMS II.3（または低ノイズバリアント HMS II.3-LN）がユーザーをシ
ミュレーションし、モーター駆動のハンドセットポジショナー HHP IV 1 は
ハンドセットの疑似耳と疑似マウスに対する位置と押しつけ力のテスト条
件が繰り返し再現できるように正確な位置決めを保証します。

バックグラウンドノイズは 3PASSlab がシミュレーションします。labCORE
と ACQUA が信号を生成、送信、受信し、バックグラウンドノイズの再
生に測定と正確に同期したかたちで自動でトリガーをかけます。

1) POLQA バージョン 3 が必要です。
2) ハンドセットポジショナーは HHP III.1 (Code 1403) で

代用することも可能です。


